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1 概要 

 

本基本設計書は、相互運用ｇサーバの基本仕様を示すものであり、業務における改修内容を反映させた

基本設計書になっている。 

 

2 システム構成 

 

2.1 システム構成図 
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2.2 システム構成 

本システムは、地理情報の登録や管理を行うとともに、登録されたデータを分散相互運用環境

Web-GIS 配信するためのシステムであり、「地図情報登録・管理機能」と、「地図情報配信機能」

の 2 つの機能から構成される。 

情報の登録や管理を行う機能である「地図情報登録・管理機能」は、用意されたベクトル形式

ラスター形式の地図情報の登録や管理を行う。KML,SVG の地図情報は定期的にデータの更新を

行い配信する。時系列情報を持ったラスター画像を定期的に取得して時系列データを配信する。 

分散相互運用環境 Web-GIS 配信するための機能である「地図情報配信機能」は、登録された

地図情報を「災害リスク情報クリアリングハウスシステムの開発業務」で作成されたクリアリン

グハウスサーバに登録するとともに、地図クライアントから要求されたデータの配信を行う。 
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3 機能設計 

 

3.1 ユーザ管理およびログイン機能 

1) ログイン 

 相互運用ｇサーバにユーザごとにログインを行い、相互運用ｇサーバの編集管理を行う。ログ

イン後はマップ一覧管理画面へ移動する。 

 

2) マップ制御 

 マップの管理、編集はそのマップを作成したユーザと管理者権限を持ったユーザのみが行える。

マップをほかの編集者権限を持ったユーザに公開することで、公開されたユーザはマップの基本

情報、メタデータの観覧、マップ共有設定が行える。 

 

3) 権限 

 管理者権限と、編集者権限を設定する。管理者権限は相互運用ｇサーバのサーバ設定、すべて

のマップを管理編集する。編集者権限はその権限をもったユーザが作成したマップの管理、編集

と公開されたマップの観覧を行う。 

 

4) ユーザ管理 

 相互運用ｇサーバのユーザを管理するページを実装する。ユーザの追加、更新、削除を行う。 

 

 

3.2 データアップロード機能 

1) ブラウザからのアップロード 

 ブラウザのファイルアップロード機能を利用し、PC から選択されたベクトル形式、ラスター

形式の地図データ。SVG 地図データ。KML データ。地図のスタイル設定、メタデータを相互運

用ｇサーバに登録する。 

 

2) FTP アップロード 

 FTP および、SCP による指定されたアップロード先へデータファイルのアップロードを可能

にし、相互運用ｇサーバでアップロードされたデータファイルを選択して登録できる。 

 ベクトルデータ、ラスターデータのアップロードを可能にする。 

 

3) URL 指定登録 

 KML データ、SVG 地図データおよび SOS(Sensor Observation Service)データは、アクセス

可能な URL を指定することで登録できる。 
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4) ディレクトリ登録 

 時系列データはローカルの指定フォルダ内にデータを配置することで登録できる。 

 

5) FTP 登録 

 時系列データはパッシブモードで接続可能な FTP サーバにデータを配置することで登録でき

る。 

 

6) 登録時のジオメトリチェック 

 ベクトル形式のデータをアップロードする際、シェープファイルの登録情報に含まれる GIS 適

に不正なジオメトリのチェックを行い、エラーが含まれる場合はそのジオメトリの修正作業を行

う。相互運用ｇサーバで正常に表示されるようにする。 

 

7) 進捗状況の表示 

 データのアップロードなど時間を要するプロセスが実行されている際に、進捗状況を表示し視

覚的に作業中であることをわかるようにする。 

 

8) アップロードのエラー表示 

 データのアップロードなどのプロセスが実行されている際に、エラーが発生した際にエラーの

詳細をわかりやすく表示する。 

 

9) WCS データの登録 

WCS に対応したメッシュ形式の GeoTiff、地図情報を持った画像をアップロードし、SLD に

よるスタイル設定を行うことで、WMS、WCS に対応した配信を行うことができる。 

 

10) タイル状航空写真の登録 

 タイル状に用意された複数の画像データを一括でアップロードし、一つのラスターレイヤーと

して登録することを可能とする。 

 

11) KML データの登録 

 OGC 規格の KML をアップロード、もしくはダウンロードできる URL を指定し登録する。地

図画像、地図情報の配信を可能とする。 

 

12) SVG 地図データの登録 

 Scalable Vector Graphics(SVG)のアップロード、もしくはダウンロードできる URL を指定し

登録する。地図画像、地図情報の配信を可能とする。 
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13) 時系列データの登録 

 ISO8601 形式で設定された日時情報を持つラスターデータを、時系列情報と共に登録する事で、

時系列データの配信を可能にする。 

 

14) SOS データの登録 

 SOS サイトの URL を登録することで、SOS データの配信を可能にする。 

 

3.3 マップ配信および凡例出力機能 

1) 地図配信機能 

Web ブラウザや OGC 等国際標準動向に準拠したデータ提供要求を、ネットワークを介して受

けつけ、データベースに登録されている地理情報を、汎用的な空間データ形式で配信する。 

 

2) WMS,WFS,WCS をレイヤー毎に指定 

 レイヤー毎に WMS,WFS,WCS で配信するかどうか設定できる。マップ内に配信可能なレイヤ

ーがある場合、配信可能なレイヤーを Capabilities に出力を行うかどうか設定する。 

 

3) 地図単位の KML 出力 

 マップ内のレイヤー毎に KML、KMZ の出力を行い、KML に対応した外部アプリケーション

で利用できるようにする。 

 

4) 凡例出力 

 レイヤー毎に運用 g サーバで任意の凡例画像を指定できる。動的に生成される凡例画像とは別

に、凡例をアップロードしたものを凡例に設定できる。 

 

5) WCS 凡例出力 

 WCS の出力凡例を調節し、不要な情報の削除、表示サイズの調整を行って凡例の配信を行う

ことを可能にする。 

 

 

3.4 マップ管理機能 

1) マップ一覧管理 

 相互運用ｇサーバに登録されているマップの一覧を表示します。マップの絞り込み、並び替え、

検索を行い一覧画面に反映します。マップの新規登録、マップ削除を行います。 

 

2) マップ新規作成 
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 相互運用ｇサーバに新たにマップを作成します。データを登録することで、レイヤー登録を行

うデータ登録型マップ、登録されているマップに含まれるレイヤーを引用するユーザ選択型マッ

プの作成を可能にします。 

 

3) マップ削除 

 不要になったマップの削除を可能にします。含まれるデータのすべてを削除します。 

 

4) マップ情報管理 

 レイヤーを管理するマップのタイトル、説明の基本情報、マップの地理的範囲、表示範囲の設

定を可能にします。 

 

5) アップロード管理 

 アップロードを行い、進捗状況、登録状況の確認を可能にします。 

 

6) ダウンロード 

 ベクトルマップに登録されているレイヤーのフィーチャー、スタイル設定、メタデータ、アイ

コン画像を一括でダウンロードできる。 

 

7) メタデータ管理 

 マップのメタデータの作成、編集、クリアリングハウスへの登録を可能にします。 

 

8) 出力確認 

 相互運用ｇサーバに登録したマップの出力可能な形式の一覧を表示します。出力の確認、問い

合わせの確認を可能にします。 

 

9) アイコンの一元管理 

 マップに登録されているレイヤーのスタイル設定に利用するアイコン画像、テクスチャ画像の

管理を可能にします。画像のアップロード、ほかのマップから引用を行います。 

 

10) レイヤーを組み合わせて新規マップ管理 

 相互運用ｇサーバに登録されているベクトルマップ、WCS マップからレイヤーを引用するこ

とで、一元的に表示を行うマップを作成します。元となるレイヤーを複製するのではなく共有す

ることで、参照を行います。 

 

11) マップ一覧並び替え表示 

 マップ一覧画面に表示されるマップ一覧は配信可能なマップ（WMS,WCS,WFS,KML,SVG,時
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系列,SOS,選択マップ）、名前順、地図ＩＤ順、マップ作成日、マップ更新日、カテゴリ順に並び

替えを可能にします。 

 

12) マップ一覧カテゴリグループ化 

 カテゴリを作成しマップをカテゴリに登録することで、マップ一覧のカテゴリ分け表示を可能

にする。 

 

13) マップ観覧制限と共有 

 マップの観覧制限と共有設定をおこなう。管理画面で編集権限を持ったユーザごとに共有、共

有しないを設定し、共有しない設定の場合は参照できないようにする。 

 

14) レイヤー引用機能 

共有設定が行われたマップは他のユーザのマップでレイヤーを引用できるようにする。 

 

15) クリアリングハウス経由のマップ観覧 

 非公開のマップでもクリアリングハウス経由では表示できるようにする。 

 

16) 公開中マップ一覧 

 公開しているマップのリストが表示できる外部公開用ＨＴＭＬが生成できる。 

 

 

3.5 レイヤー管理機能 

1) レイヤー一覧 形状の凡例表示 

 レイヤー管理画面で表示されるレイヤー一覧では、ジオメトリの形状をアイコンで表示して一

覧で確認できる。 

 

2) レイヤーの基本情報 

 レイヤーのタイトル、説明の設定、表示範囲の表示を行う。 

 

3) レイヤー単位のデータダウンロード 

 ベクトルレイヤーのフィーチャー、スタイル設定、メタデータ、アイコン画像をレイヤー毎に

ダウンロードできる。 

  

4) データダウンロード Shape の SJIS 化 

 ベクトルデータのダウンロードの際に生成されるシェープファイルのデータ及び、テーブルは

SJIS によって出力できる。 
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5) WMS getFeatureInfo 出力属性制御 

 ベクトルデータの GetFeatureInfo リクエストの際、出力される属性の変更ができる。 

 

6) KML データ,SVG 地図データ更新機能 

 KML データ、SVG 地図データの更新、キャッシュの作成を行える。更新設定を行える。 

 

7) 時系列データ更新機能 

 時系列データの参照を定期的に行い、更新を行える。 

 

8) SOS データ更新機能 

 SOS データの参照を定期的に行い、更新を行える。 

 

9) ベクトルデータの編集機能 

 ベクトルレイヤーのデータに対して、データの追加（マージ）、差し換え、レイヤーの再登録を

行える。 

 

10) ベクトルデータの時系列設定 

 ベクトルレイヤーに時系列属性が含まれる場合、ベクトルレイヤーを時系列レイヤーとして登

録を行える。 

 

11) 著作権情報出力 

 レイヤー毎に著作権情報を Capabilities に出力できる。 

 

 

3.6 SLD 編集機能 

1) SLD エディタ 

 ブラウザ上のフォームから入力をしてすることで、Styled Layer Descriptor(以下 SLD)の設定

を行う。ベクトルデータ、メッシュデータの WMS による出力時の描画を設定可能です。 

 

2) SLD エディタ 自動描画（ベクター） 

 ベクトルデータの設定画面では、属性情報から数値分類、カテゴリ分類、コロプレスマップに

よる描画設定を行います。 

 

3) SLD エディタ 自動描画（メッシュ） 

 メッシュデータの設定画面では、メッシュ値による数値分類による描画設定を行います。 
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4) SLD 一括変更 

 マップ内のスタイル設定の変更を行います。ラベル、アイコンの一括変更を可能にします。 

 

5) SLD エディタ 凡例プレビュー 

 編集したスタイル設定に応じた凡例画像のプレビューが表示されます。 

 

6) SLD エディタ 凡例アップロード 

 SLD から生成される凡例画像とは別に、ユーザによりアップロードされた画像を凡例に設定で

きます。 

 

7) SLD エディタ 縮尺制限 

 マップ毎に配信を制限する縮尺の範囲が設定できる。スタイル設定の際に縮尺の目安として表

示されます。 

 

8) SLD エディタ アイコンサイズ自動調整 

 縮尺に応じてアイコンのサイズを自動的に調整される。 

 

9) プレビューでの背景地図重ね合わせ 

 マップやレイヤーのプレビュー表示時に、背景に基盤地図や数値地図のＷＭＳと重ね合わせる

ことができる。 

 

 

3.7 メタデータの編集機能 

1) メタデータ編集 

 マップとレイヤー毎にメタデータを作成できます。メタデータが作成された時点での四隅の範

囲、サムネイル画像が入力されます。 

生成されるメタデータは、JMP2.0 に準拠した仕様で記述を行う。 

JMP2.0 の仕様については、「JMP2.0 解説書.pfd」を参照。 

 

2) プレビュー画像の生成 

メタデータの生成と合わせて、地理情報を地図上に表示したプレビュー画像を生成しサーバ内

のファイルを作成する。 

 

3) プレビュー画像のアップロード 

 画像データをアップロードすることで、プレビュー画像を任意の画像に差し換える事ができる。 



 

- 10 - 

 

4) メタデータ編集 画面改修 

 メタデータ画面を調整し、公開するための最低限の設定が表示される簡易設定とすべてのメタ

データを設定できる詳細設定画面を表示できる。 

 

5) クリアリングハウス 拡張スキーマ対応 

 防災科研が開発しているクリアリングハウスの使用に準拠した拡張メタデータに対応し、

WFS,WCS の情報を設定した拡張メタデータの作成をおこない、クリアリングハウスにメタデー

タを登録できる。 

 

6) メタデータ編集 引用 

 メタデータ編集画面において、問い合わせ先、責任者情報をあらかじめ登録した問い合わせ先

一覧から引用することができる。 

 

7) WMSCapabilities に縮尺情報追加 

 想定以上の拡大表示となる縮尺の情報を、WMSCapabilities に設定しクリアリングハウスに反

映できる。 

 

8) WMSCapabilities に時系列情報追加 

 登録された時系列の範囲を設定できる。 

 

3.8 データ登録から配信までの画面遷移 

1) データ登録画面遷移調整 

 データ登録から配信まで一連の流れで操作できる画面遷移を行う。 

 

3.9 地理情報配信機能 

Web ブラウザや OGC 等国際標準動向に準拠したデータ提供要求を、ネットワークを介して受

けつけ、データベースに登録されている地理情報を、汎用的な空間データ形式で配信するための

機能である。 

 

3.9.1 配信最適化機能 

配信最適化機能では、登録された地理情報を、標準的なタイル形状で分割された複数解像度の

キャッシュ画像を作成することにより、OpenLayers や GoogleMap 等からの地図画像リクエストの

処理速度を最適化することができる。 

最適化のために作成されたキャッシュ画像は、サーバ内にファイルとして保存される。 

キャッシュ画像は、リクエストがあった場合に随時作成を行うことが可能であるが、Web ブラ
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ウザからの設定で一括で作成することも可能とする。 

 

3.9.2 配信追加機能 

GeoServer 用に作成されたプラグインを追加することで、出力可能なデータ形式を増やすこと

が可能である。 

現在出力可能なデータ形式を以下に示す。 

・ GeoRSS 出力 

・ GML 出力 

・ KML 出力 

・ PDF 出力 

・ SVG 出力 

配信可能なデータを取得するための URL は、「4.5 マップ管理画面」に表示される。 

 

3.9.3 クリアリングハウス連携機能 

登録された地理情報のメタデータを設定し、クリアリングハウスサーバへ登録することで、空

間データの相互運用技術による地図の配信を行うことを可能にするための機能である。 

 

・ クリアリングハウスサーバへの登録・更新 

クリアリングハウスサーバへのメタデータの登録は、クリアリングハウスの登録インタフェー

スに合わせた形でデータの送信を行う。（「クリアリングハウス連携仕様」を参照） 

クリアリングハウスサーバへのメタデータの登録は、地図単位で行い、地図一覧で「クリアリ

ングハウス登録」ボタンを押した時点で、地図の GetCapabilities リクエストとメタデータが参

照可能な URL の情報を付与したメタデータ登録リクエストを、クリアリングハウスサーバへ送

信する。 

 

・ クリアリングハウスサーバからの削除 

相互運用ｇサーバから地図が削除された場合は、自動的に削除された地図のメタデータ削除要

求を、クリアリングハウスサーバへ送信する。 

クリアリングハウスサーバへのメタデータの削除は、クリアリングハウスの削除インタフェー

スに合わせた形でデータの送信を行う。（「クリアリングハウス連携仕様」を参照） 

 

3.9.4 配信内容管理機能 

相互運用ｇサーバの配信内容の管理は、GeoServer の認証システムを設定することで行う。 

配信用管理機能では地図配信および編集権限の設定を可能にする。 

 

設定可能な権限を以下に示す。 
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権限名称 権限 ID 内容 

管理者 ROLE_ADMINISTRATOR 管理画面を表示することができる 

WMS 読み込み ROLE_WMS_READ 地図画像を読み込むことができる 

WFS 読み込み ROLE_WFS_READ 地図の Feature（形状＋属性）のデータを読み込む

ことができる 

WFS 書き込み ROLE_WFS_WRITE 地図の Feature（形状＋属性）のデータの追加、更

新、削除を行うことができる 

 

設定ファイルのサンプル 

admin=password,ROLE_ADMINISTRATOR,ROLE_WMS_READ,ROLE_WFS_READ,ROLE_WFS_WRITE 

user=userpassword,ROLE_WMS_READ,ROLE_WFS_READ 

wfst=wfstpassword,ROLE_WMS_READ,ROLE_WFS_READ,ROLE_WFS_WRITE 
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4 画面仕様 

4.1 画面遷移 

運用ｇサーバの各画面は、ログイン画面からログイン後、マップ管理画面へ移動し、各管理画

面へ移動する。 
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4.2 マップ一覧画面 

相互運用ｇサーバに登録されている地図の一覧の表示と、新規地図の追加を行うための画面で

す。 

 

表示するマップをマッ

プの型で絞り込みます。 

カテゴリ毎にマップを

表示します。 

登録マップのプレビュ

ー一覧を表示します。 

登録マップの編集を行

います。 

登録マップ一覧表の並

び順を変更できます。 

登録マップを削除しま

す。 

登録マップを検索しま

す。 

運用ｇサーバの設定画

面へ移動します。 

登録マップのプレビュ

ーを表示します。 

マップを新規作成画面

へ移動します。 



 

- 15 - 

 

4.3 マップ新規作成 

 

1) 新規マップ作成選択 

 

 

2) データ登録型マップ新規作成 

 

 

データ登録マップ新規

作成画面へ移動。 

ユーザ選択マップ新規

作成画面に移動する。 

作成するマップタイプ

を指定します。 

新規マップＩＤを記入

します。 

新規マップのタイトル

を記入します。 新規マップを作成しマッ

プ管理画面へ移動します。 
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3) ユーザ選択マップ新規作成 

新規マップＩＤを記入

します。 

新規マップを作成しマップ

管理画面へ移動します。 

新規マップのタイトル

を記入します。 
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4.4 カテゴリ管理 

1) カテゴリの新規作成 

 

2) カテゴリ一覧 

 

 

3) カテゴリ編集 

 

作成するカテゴリ名を

記入します。 

カテゴリの説明を記入

します。 

カテゴリを新規作成し

ます。 

カテゴリを削除します。 

カテゴリ名と説明の一

覧を表示します。 

カテゴリ編集画面へ移

動します。 

変更後のカテゴリ名を

記入します。 

変更後のカテゴリの説

明を記入します。 
変更を保存します。 
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4) カテゴリにマップ追加 

 

 

 

 

 

カテゴリに登録されている

マップの一覧を表示します。 

カテゴリに登録できる

マップの一覧が表示さ

れます。 

マップのプレビューが

表示されます。 

チェックボックスを選択したマ

ップを操作します。 

「追加」カテゴリに追加 

「削除」カテゴリから登録解除 

「全削除」カテゴリのマップを全

て登録解除 
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4.5 ベクトルマップ管理画面 

 

 

ベクトルマップのタイトル、

マップの Capabilities 取得

URL を表示します。 

ベクトルマップを操作する

画面を切り換えます。 

ベクトルマップの操作画面が表示

されます。「基本情報設定」「レイヤ

ー編集」「アップロード」「メタデー

タ」「出力形式一覧」 
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1) マップ詳細編集 

 

ベクトルマップのタイト

ル、説明、キーワードを表

示します。 

ベクトルマップの表示範

囲を設定します。 

マップの情報を記述に従

って更新します。 
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2) レイヤー編集 

 

 

 

マップに登録されている全

てのレイヤーのダウンロー

ド、プレビュー表示を行いま

す。 

ベクトルマップのタイト

ル、説明、キーワードを表

示します。 

レイヤーをクリアリング

ハウス経由で公開するか

設定します。 

レイヤーの編集、スタイル

編集、メタデータの作成を

行います。 

登録されているレイヤー

のジオメトリ型をアイコ

ンで表示します。 

選択したレイヤーを並び

替えます。 

共有されたマップからレ

イヤーの引用を行います。 
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3) データアップロード 

 

登録するベクトルデータの

座標系を設定します。 

アップロードするファイル

を選択します。 

選択されたファイルを送信

しレイヤーを登録します。 

あらかじめアップロードさ

れているファイルを選択し

ます。 

選択されたファイルをレイ

ヤー登録します。 
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4) メタデータ 

 

 

5) 出力形式一覧 

 

メタデータを記述に従って

更新します。 

メタデータをクリアリング

ハウスへ登録、登録の解除を

行います。 

メタデータの内容をフォームに

従って記述します。 

出力確認を行う形式を選択して

確認フォームを表示します。 

。 

確認するレイヤーのジオメトリ

型をアイコンで表示します。 

。 
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4.6 ラスターマップ管理画面 

 

1) マップ基本情報 

 

 

 

 

2) レイヤー編集 

 

ラスターマップのタイトル、

説明、キーワードを記述しま

す。 

ラスターマップの表示縮尺

を設定します。 

ラスターマップの四隅の範

囲を表示します。 
記述された内容に従い更新

を行います。 

ラスターマップのプレビュ

ーを表示します。 

ラスターレイヤーを削除し

ます。 

ラスターマップは一つのレ

イヤーしか登録できません。 
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3) アップロード 

 

 

あらかじめアップロードし

たファイルを選択します。 

登録するラスターレイヤー

のタイトルを記入します。 座標系を選択します。 

アップロードするファイル

を選択します。 選択したファイルをアップ

ロードし登録します。 

選択されたファイルを登録

します。 
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4.7 WCS マップ管理画面 

 

1) アップロード 

 

登録するWCSレイヤーのタ

イトルを記入します。 

登録するメッシュデータの

データ型を指定します。 

登録するWCSレイヤーの座

標系を指定します。 

アップロードするメッシュ

データを選択します。 選択したファイルをアップ

ロードし登録します。 

あらかじめアップロードし

たファイルを選択します 

選択されたファイルを登録

します。 
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4.8 KML マップ管理画面 

1) アップロード 

 

 

 

 

 

2) レイヤー編集 

 

 

登録する KML レイヤーの

タイトルを記入します。 

登録する KML,KMZ を選択

します。 

選択したファイルをアップ

ロードし登録します。 

登録する KML,KMZ が取得

できる URL を記述します。 記述した URLの KMLを
登録します。 

レイヤーID,タイトルを表

示します。 

レイヤー情報、更新設定、

凡例設定を編集します。 

レイヤーをクリアリング

ハウス経由で公開するか

設定します。 

レイヤーのメタデータを

作成します。 

選択したレイヤーを削除

します。 
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4.9 SVG マップ管理画面 

1) アップロード 

 

登録する SVG レイヤーのタ

イトルを記入します。 

登録する SVG、SVGZ を選

択します。 

選択したファイルをアップ

ロードし登録します。 

登録する SVG,SVGZ が取得

できる URL を記入します。 記述した URL の SVG を
登録します。 
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4.10 時系列マップ管理 

1) レイヤー登録 

 

登録する時系列レイヤーのタイ

トルと座標系を設定します。 

時系列データを取得するデータ

フォルダを設定します。 

時系列データを取得する開始日

時、取得間隔、リトライ間隔を設

定します。 

時系列レイヤーの Capabilities

に記述される日時情報を設定し

ます。。 

時系列レイヤーの登録を行いま

す。 
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時系列データを FTP サーバから

取得するための設定を行います。 
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4.11 SOS マップ管理 

1) マップ詳細編集 

 

 

 

 

 

 

ベクトルマップのタイト

ル、説明、キーワードを表

示します。 

SOS データを取得する外

部 SOS サーバの URL を

入力します。 

SOSのURLにGetCapabilitiesリク

エストを送信し、登録に必要な情報

を取得します。 
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登録ボタン押下後 GetCapabilities のレスポンスを受け

て、画面が更新されます。 

 GetCapabilities のレスポンスを受けて、ステーション

数と観測種別数を表示します。 

 最新データ取得処理の更新開始日時と更新間隔を設定

します。 

 過去データ取得処理の更新開始日時と更新間隔

を設定します。 

 SOS 観測データの取得範囲が設定できます。 
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2) ログ表示 

 

 

 

 レイヤーの生成情報、外部 SOS サービスとの通信情報

を表示します。 

 前回のバックグラウンドセンサーデータ DL 処理実績

を表示します。 

前回の観測種別毎の DL 処理実績を表示します。 
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3) レイヤー編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 レイヤー設定、属性設定、凡例

設定を行います。 

レイヤーをクリアリングハウス

経由で公開するか設定します。 

「Shp」ボタンを押下すると、ある観測時点のレイ

ヤのシェープファイルを ZIP に圧縮したフォーマッ

トでダウンロードします。 

「CSV」ボタンを押下すると、範囲指定されたステ

ーションが保有する期間指定の SOS データをカン

マ区切り CSV ファイル形式でダウンロードできま

す。 

「テキスト」ボタンを押下すると、範囲指定された

ステーションが保有する期間指定の SOS データを

タブ区切りテキストファイル形式でダウンロードで

きます。 

センサー情報データ有効期間は、SOS サービスに保存さ

れているデータの範囲です。 

センサー情報データ所有期間は、相互運用ｇサーバのデ

ータ更新スケジューリング機能によってデータが SOS

サービスからダウンロードされている期間を示します。 
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4.12 アイコン管理 

 

 

 

 

選択したアイコンを削除

します。 

アイコンをアップロードし

て追加します。 

アイコンの名前を編集しま

す。 

アイコンを編集した名前に

変更します。 

他のマップで使用している

アイコンを利用できるよう

にします。 

マップを選択し含まれる

アイコンを表示します。 

選択したアイコンをマッ

プにコピーします。 

引用元のマップのアイコ

ン一覧を表示します。 
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4.13 共有設定 

 

マップの共有、共有しないを

指定します。 

共有設定を更新します。 

編集者権限のユーザを表示

します。 

共有設定の選択を一括で変

更します。 



 

- 37 - 

 

4.14 ベクトルレイヤー管理画面 

1) レイヤー設定 

 

レイヤーのタイト

ル・説明・キーワー

ドを記入します 

 

Capabilities のレイヤー

に記述する表示縮尺、範囲

を設定します。 

 

変更を保存します。 

登録済みのデータから範

囲を取得します。 
登録データの著作権情

報を記入します。 
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2) 属性設定 

 

編集した名称に属

性の名称を変更し

ます。 

 

属性の型を表示し

ます 

 

属性の名称を編集しま

す。 

 

属性を追加します。 

 

属性を管理します。 

「復元」削除した属性から復元します。 

「選択削除」選択した属性を削除します。 

「名前変更」名前欄の通りに属性名を変更し

ます。 削除された属性の一

覧が表示されます。 
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3) 時系列設定 

 

時系列情報を持った属性

一覧から選択します。 

時系列レイヤーとして登

録します。 

時系列設定を解除しま

す。 
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4) データ編集 

 

登録レイヤーにデータを

追加します。 

登録レイヤーのデータ

を差し替えます。 

 

登録レイヤーを再登録

します。 

アップロードファイル

の座標系を指定します。 

 
アップロードファイルの

文字コードを指定します。 

 

アップロードするファ

イルを選択します。 

 

ファイルをアップロードして

データを編集します。 
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5) 凡例設定 

 

アップロードした

凡例画像を凡例に

指定します。 

 

スタイル設定から生成され

る、デフォルトの凡例を利用

します。 

 

選択した画像を凡

例に指定します。 

 

凡例画像を削除し

ます。 

 

凡例に利用する画

像をアップロード

します。 
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4.15 ベクトルスタイル管理画面 

現在のスタイル設

定を表示します。 

 

マップで指定され

た表示縮尺を表示

します。 

属性の値を選択し、

確認します。 

 

スタイルの設定変

更画面を切り換え

ます。 

 

スタイル設定画面

が表示されます。 

 



 

- 43 - 

 

1) 自動描画設定 

 

レイヤーの属性の値から

描画設定を行います。 

描画の手法を指定します。 

地図にラベルを表

示する設定行いま

す。 

 

レイヤーの表示縮尺の範

囲を指定します。 

 

スタイル設定の確

認を行います。 

 

描画設定の確認と修

正を行います。 

描画設定を実行し

ます。 
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2) 詳細設定 

 

 

 

 

スタイル設定のル

ール名を記入しま

す。 

 

凡例のラベルを記

入します。 

 

スタイル設定のル

ールごとの表示縮

尺を指定します。 

 

点の形状、サイズ透

明度を設定します。 

 

点の外枠の設定を

行います。 

 

線の形状、幅、透明

度の設定を行いま

す。 

 

面の塗りつぶし、透

明度の設定を行い

ます。 
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3) エディタ 

 

面の外枠の設定を

行います。 

 

ラベルの属性、サイ

ズ、位置、回転の設

定を行います。 

 

スタイル設定の SLD を直接

編集します。 

設定画面では出来ない細か

い設定を行います。 

編集内容に従って

スタイルを更新し

ます。 
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4.16 WCS スタイル管理画面 

 

スタイルの設定変

更画面を切り換え

ます。 

 
現在のスタイル設

定を表示します。 

 

マップで指定され

た表示縮尺を表示

します 

 

メッシュデータの

統計値を表示しま

す。 

 

描画設定を更新し

ます。 
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1) 自動描画設定画面 

 

 

メッシュ値の描画設

定を選択します。 

 

レイヤーの表示縮尺

の範囲を設定します。 

 

描画設定を確認しま

す。 

 

描画設定の確認・修正

を行います。 

 

描画設定を反映しま

す。 
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2) 詳細設定画面 

 

スタイル設定の表示

縮尺を指定します。 

 

色設定を削除します。 

 

値の範囲における表示設

定とラベルの設定を行い

ます。 

 色設定を追加します。 
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4.17 KML レイヤー編集画面 

更新設定画面 

 

更新する KML を取得す

る URL を記述します。 

 

KML レイヤーのデータ、

キャッシュを更新しま

す。 

 

レイヤーの自動更新の

設定を行います。 

 

更新設定の更新を行

います。 
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4.18 SVG レイヤー編集画面 

更新設定画面 

更新する KML を取得す

る URL を記述します。 

 

SVG レイヤーのデータ、

キャッシュを更新しま

す。 

 

レイヤーの自動更新の

設定を行います。 

 

更新設定の更新を行

います。 
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4.19 時系列レイヤー編集画面 

 

 

SVG レイヤーのタイトル、説

明、キーワードを記入します。 

 

Capabilities に記述する時系

列レイヤーのデータ日時情報

の設定を行います。 

 

記述する時系列レイヤーの著

作権情報を記入します。 

 時系列レイヤーの情報を更新

します。 
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4.20 時系列レイヤーデータ一覧画面 

 
登録された時系列データを登

録日時順に並べた表を表示し

ます。 

 

登録データのプレビューを別

画面で表示します。 

 

登録された時系列データの合計

ファイルサイズを表示します。 

 

登録データを削除します。 
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4.21 時系列レイヤー定期取得設定編集画面 

 

時系列データを定期的に取得す

るか設定します。 

 

時系列レイヤーの座標系を設定

します。 

 

時系列データの取得データフォ

ルダの設定行います。 

 

時系列データ定期取得の設定を

行います。 

 

時系列データの取得設定を更新

します。 
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4.22 時系列スタイル設定画面 

1) 描画設定 

 

 

自動描画設定画面を表示します。 

 

レイヤーの表示縮尺を設定しま

す。 

 

画素値ごとの描画設定

を行います。 

 

時系列データの最大値、最小値を

表示します。 

 

描画設定を追加します。。 

 

描画設定を更新します。 
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2) 自動描画設定  

 

自動描画設定のパラメー

タを設定します。 

 

レイヤーの表示縮尺を設

定します。 

 

描画設定の確認画面を表

示します。 

 

描画設定の確認編集を行

います。 

 

レイヤーの表示縮尺を設

定します。 

 

描画設定を更新します。 
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4.23 SOS レイヤー管理画面 

1) レイヤー設定 

 

 

 

2) 属性設定 

 

SOS マップのタイトル、説明、キーワー

ドを記入します。 

登録データの著作権情報を記入し

ます。 

変更を保存します。 

GetCapabilities のレスポンスの結果取

得されるセンサー名称を変更できます。 

データ有効期間、所有期間を表示しま

す。 

地図画面に表示する属性の表示/

非表示を設定します。 
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4.24 SOS スタイル設定画面 

1) 描画設定 

 

「テンプレート画面」を押下する

と、「スタイルテンプレート」画面

に遷移し、スタイル設定の「保存」

「読込」「削除」ができます。 

「自動画面設定画面」にて指定の分割数の

設定を行うと、凡例の色と属性が自動で分

割されます。この場合、指定の分割数＋１

の描画設定が作成されます。最後の描画設

定（この場合設定 11）はデータが無い場

合等異常データの表示設定となります。 



 

- 58 - 

 

 

2) 自動描画設定 

 

 

 

 

 

スタイルテンプレート保存 

編集したスタイル設定をテンプレートに保存しま

す。この場合名称入力エリアにテンプレート名称を

入力してください。 

スタイルテンプレート読込 

登録されているスタイルテンプレートを選択し、呼

び出します。 

スタイルテンプレート削除 

登録されているスタイルテンプレートを選択し、そ

のテンプレートを削除します。 

属性の選択で設定された属性の最小値～最大値（⑩

で表示あるいは編集）を設定された分割数で分割し

ます。 

デフォルトでは、「属性の選択」で選択された属性の最小値と最大値が

入力されています。最小値～最大値を「属性の分割方法」の選択によ

って自動で分割します。任意の設定にしたい場合は、入力してくださ

い。 
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4.25 ユーザ選択マップ 

 

 

 

選択マップのタイトル

と Capabilities の URL

を表示します。 

 

選択マップの設定画面

を切り換えます。 

 選択マップの設定画面が表

示されます。 

「基本情報設定」「レイヤー一

覧」「レイヤー追加」「メタデー

タ」 



 

- 60 - 

 

1) 基本情報設定 

 

 

 

 

2) レイヤー一覧 

 

 

 

マップのタイトル、説

明、キーワードを記述し

ます。 

 

マップの表示範囲を設定

します。 

登録されているレイヤー

の範囲の合計を取得しま

す。 

 マップの情報を記述に従

って更新します。 

レイヤーを選択マップ

の選択を解除します。 

 

レイヤーのプレビュー

画面を表示します。 

 

レイヤーのジオメトリ

型をアイコンで表示し

ます。 

 

選択したレイヤーの並

び順を変更します。 

 

選択されたレイヤーを

選択マップから解除し

ます。 
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3) レイヤー追加 

 

 

 

 

マップのタイプをアイ

コンで表示します。 

 

レイヤー引用フォーム

を表示します。 

 

マップの全体プレビュ

ーを表示します。 

 

参照したいマップを検

索します。 

 

引用するレイヤーのチ

ェックボックスを選択

します。 

 

選択したレイヤーを選

択マップに追加します。 
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4.26 設定画面 

 

管理画面を表示します。 

「ユーザ設定」「問い合せ先設定」

「タイトル設定」「背景地図編集」 

「クリアリングハウス編集」 

設定画面の管理画面を

切り換えます。 
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4.27 ユーザ設定 

 

 

 

 

 

1) ユーザ新規登録 

 

 

 

新規ユーザ登録フォー

ムを表示します。 

 
ユーザ編集フォームを

表示します。 

 

ユーザの管理権限を表

示します。 

 

ユーザ登録を削除しま

す。 

 

ユーザのログイン ID,

名前を記入します。 

 

ユーザのログインパス

ワードを 2 回記入しま

す。 

 

ユーザの管理権限を設

定します。 

 
ユーザを登録します。 
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2) ユーザ編集 

 

 

 

 

 

 

3) ユーザのパスワード変更 

 

ユーザの名称を記入し

ます。 

 

ログイン中のユーザの

パスワードを 2 回記入

します。 

 

ユーザの権限を変更し

ます。 

 

ユーザの更新を保存し

ます。 

 

変更するユーザのパス

ワードを 2 回記入しま

す。 

 

ログイン中のユーザの

パスワードを記入しま

す。 
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4) ユーザ削除 

 

ユーザを削除します。 

 

ログイン中のユーザの

パスワードを 2 回記入

します。 
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4.28 問い合わせ先設定 

 

 

 

1) 新規問い合わせ先作成 

 

 

問い合せ先新規作成フ

ォームを表示します。 

 

問い合せ先編集フォー

ムを表示します。 

 

問い合せ先の情報を記

入します 

 

問い合せ先を新規作成

します。 
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2) 問い合わせ先編集 

 

問い合せ先の情報を編

集します。 

 

問い合せ先を更新しま

す。 

 

問い合せ先を削除しま

す。 
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4.29 タイトル設定 

 

 

 

 

 

4.30 背景地図設定 

 

現在のタイトルが表示

されます。 

 

変更後のタイトルを記

入します。 

 ログインユーザのパス

ワードを入力します。 

 
タイトルを更新します。 

 

背景地図の設定を記入し

て地図を追加します。 

 

入力された背景地図の

設定を変更します。 
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1) 背景地図追加 

 

 

 

2) 背景地図編集 

 

 

 

背景地図を登録します。 

 

背景地図の「名称」「URL」

「レイヤー名」「画像フォ

ーマット」を記入します。 

 

背景地図を削除します。 

 

背景地図の設定の変更を

記入します。 

 

背景地図を編集します。 
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4.31 クリアリングハウス設定 

 

クリアリングハウスの

「URL」「パラメータ」を記

入します。 

 クリアリングハウスの

設定を更新します。 

 

クリアリングハウスの

ログインユーザ設定を

行います。 

 

クリアリングハウスの

ログインユーザの共有

設定を行います。 
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4.32 マップ情報一覧画面 

 

ログインユーザが取得

できるマップ情報を全

てダウンロードします。 

 

マップ情報をダウンロ

ードします。 
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4.33 プレビュー一覧画面 

 

プレビュー一覧の並び

順を変更します。 

 

マップのプレビュー画

面を表示します。 
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1) プレビュー画面 

 

 

 

 

レイヤーの一覧と凡例

が表示されます。 

表示、非表示の設定を行

います。 

背景地図を選択します。 

 

マップの移動、縮尺の変

更を行います。 

 

地図が表示されます。 

 

表示しているプレビュ

ーのタイトルです。 
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SOS マッププレビュー画面 

属性の「グラフ」リンクを押下すると

SOS の時系列センサーデータがグラフ

表示されます。 

グラフ上で表示されている時系列デー

タを「カンマ区切り csv」あるいは「タ

ブ区切り txt」でダウンロードできます。 
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5 ファイル仕様 

 

5.1 ベクトル形式データレイヤー情報ファイル 

ベクトル形式のデータを GeoServer で描画するための設定ファイルであり、ファイル作成後

GeoServer に登録時に作成され、相互運用が可能になる。 

 

5.2 ラスター形式データ設定ファイル仕様 

ラスター形式の複数解像度のレイヤーを管理するための情報であり、MapServer 用の Map フ

ァイルとして生成される。 

ラスター形式のデータのリクエスト時に、WMS リクエスト URL に子のマップファイルを含

めることで、ラスター形式のレイヤーの相互運用が可能にある。 

 

5.3 ラスター画像データファイル仕様 

「3.2 データアップロード機能」によってアップロードされた、画像データファイルと、そこ

から 1/2 ずつに縮小して作成した複数解像度画像で構成される。 

ラスター形式データのレイヤーID のフォルダに、縮小率に応じた数値のフォルダ内に格納され

る。 

 

5.4 ラスター画像位置情報データ仕様 

「3.2 データアップロード機能」によって登録するラスター形式データの画像ファイルの位置情

報を表すテキスト形式のファイル。 

標準的なフォーマットであるワールドファイル形式が決められており、それに則った形式で記

述する。 

 

5.5 メッシュ形式データレイヤー情報ファイル 

メッシュ形式のデータを GeoServer で描画するための設定ファイルであり、ファイル作成後

GeoServer に登録時に作成され、相互運用が可能になる。 

 

5.6 KML データ仕様 

 三次元地理空間情報の表示を管理するために開発された、XML ベースのマークアップ言語。、

OGC の規格として取り入れられている。 

 

5.7 SVG データ仕様 

W3C でオープン標準として勧告され、XML で記述される。高品位のベクターグラフィックを

描画することが出来る。
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5.8 時系列データ仕様 

 ラスター画像と時系列情報を紐付けして登録することで、時系列データの配信が可能となる。 

 

5.9 時系列情報データファイル仕様 

 ラスター画像の日時情報を表すテキスト形式のファイル。画像名称と ISO8601 形式で記述さ

れた日時順にタブ区切りで記述する。 

 

5.10 SOS データ仕様 

 SOS(Sensor Observation Service)のセンサー観測値データとISO-8601で定められた協定世界

時(UTC)時刻の後ろに Z を添えるフォーマットの時刻をデータベースに格納することで、ベクタ

ー形式データレイヤーにおいて時系列描画が可能となる。 

 

5.11 GetCapabilities リクエスト応答情報仕様 

「3.2 データアップロード機能」で登録、編集した、ベクトル形式データの各レイヤーと属性

の情報および、ラスター形式データの WMS レイヤー、メッシュ形式データの WMS レイヤーの

情報を格納する。 

ベクトル形式データは WMS,WFS、ラスター形式データは WMS,メッシュ形式データは

WMS,WCS の Capabilities にレイヤー情報を格納する。 

Capabilities が参照可能な URL を相互運用可能な GIS に設定することで、登録した地理情報

の相互運用を可能にする。 

 

5.12 メタデータファイル仕様 

登録された地理情報のメタデータを記載した XML 形式のファイルである。 

メタデータは以下の JMP2.0 仕様に準拠した形式で作成される。 

JMP2.0 仕様の XML スキーマは、納品物一覧「JMP2.0 スキーマファイル」に該当するファイ

ルを参照。 

 

5.13 地図プレビュー画像ファイル仕様 

登録された地理情報のメタデータの作成と同時に地図のプレビュー画像を生成しファイルに保

存する。 

プレビュー画像は、PNG 形式、横幅 512 ピクセル、縦 512 ピクセル以内の画像ファイルとし

て保存される。 

このファイルの参照可能なURLが、メタデータ内のGraphicOverview項目として格納される。 
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5.14 描画情報ファイル仕様 

相互運用ｇサーバ内で利用可能な形式の SLD ファイルは、UserLayer のみになっており、ハ

ザード・リスク情報データベースサーバで使用可能なフォント、アップロードされたアイコンへ

のパスについての制限がある。 

「3.2 データアップロード機能」で登録される SLD ファイルは、登録、編集時に自動的にこの形

式に変換される。 
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6 データベース仕様 

 

6.1 ベクトル形式データ格納 DB 

登録されたベクトル形式のデータは、レイヤーID に対応した以下の PostGIS 形式のデータベー

スに格納する。 

 

・ フューチャーテーブル 

フューチャーテーブルには、ベクトルデータの形状と属性のデータを格納する。 

 

・ フューチャー情報格納テーブル 

フューチャー情報格納テーブルには、フューチャーテーブルの情報を保存する。 

 

 

6.2 相互運用ｇサーバ管理 DB 

相互運用ｇサーバ管理時に設定される情報の格納を行う。相互運用サーバのユーザ管理、マッ

プ管理、レイヤー管理、メタデータ登録管理の情報を格納する。 

 

 


